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は
じ
め
に

　
江
戸
幕
府
が
鎖
国
政
策
を
外
交
の
基

軸
と
す
る
中
、安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

と
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
の
二
度
に

わ
た
り
外
国
奉
行
の
開
港
場
調
査
が
能

登
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
、
有
力
な
候

補
地
と
し
て
七
尾
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
改

め
て
開
港
場
と
は
、
条
約
や
法
令
に

よ
っ
て
外
国
と
の
貿
易
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
港
で
あ
る
。
本
稿

は
幕
末
に
能
登
と
り
わ
け
七
尾
に
開
港

場
が
十
年
を
超
え
る
年
月
に
わ
た
り
有

力
視
さ
れ
た
背
景
と
決
定
し
な
か
っ
た

経
緯
の
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

一
　
研
究
動
向

　
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
交
渉
の
場

に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス
は

長
崎
か
ら
箱
館
の
あ
い
だ
で
日
本
海
側

の
港
二
カ
所
を
要
求
し
て
い
た
。
条
約

の
中
で
新
潟
は
水
深
が
浅
く
暫
定
的
に

開
港
場
と
さ
れ
た
の
で
、
新
潟
に
代
わ

る
良
港
を
探
す
必
要
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
開
港
場
の
調
査
が
能
登
に
お
こ

な
わ
れ
た
こ
と
を
研
究
し
た
論
文
の
代

表
的
な
も
の
は
、
上
白
石
実
氏
の
『
幕

末
期
対
外
関
係
の
研
究
』、
倉
田
守
氏

の
『
慶
応
三
年
の
外
国
測
量
船
来
航
と

加
賀
藩
の
対
応
』、徳
田
寿
秋
氏
の
『
前

田
慶
寧
と
幕
末
維
新
』が
あ
げ
ら
れ『
新

修
七
尾
市
史
』、『
新
潟
市
史
』
等
の
自

治
体
史
や
関
係
す
る
参
考
文
献
も
二
十

冊
を
超
え
明
記
す
べ
き
で
あ
る
が
紙
数

に
制
約
が
あ
り
割
愛
し
た
。

二
　
探
究
の
動
機

　
幕
府
の
開
港
論
に
従
え
ば
、「
天
下

之
利
権
」
を
独
占
す
る
た
め
に
開
港
し

た
場
合
の
港
は
幕
領
で
あ
る
こ
と
が
条

件
と
し
て
重
き
を
な
す
。
従
っ
て
七
尾

は
幕
領
で
は
な
い
の
で
、
藩
領
の
上
知

の
点
で
加
賀
藩
が
受
け
入
れ
ず
困
難
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
七
尾
が
開
港
場
の

候
補
案
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に

お
い
て
も
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。
開
港

場
が
幕
領
で
あ
る
こ
と
が
絶
対
条
件
な

の
か
ど
う
か
押
さ
え
て
お
き
た
い
と
考

え
た
こ
と
が
動
機
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
次
に
、
七
尾
が
推
奨
さ
れ
る
背
景
に

何
が
あ
る
の
か
と
の
思
い
が
強
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
更
に
、
県
民
大
学
校
能
登
校
の
講
座

の
発
表
を
四
年
間
お
こ
な
い
、
何
れ
も

能
登
を
根
底
に
据
え
て
調
査
し
学
び
を

還
元
出
来
れ
ば
と
の
思
い
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

 

三
　�

日
米
修
好
通
商
条
約
に
お
け
る

開
港
場

　
日
米
和
親
条
約
に
よ
っ
て
日
本
は
長

い
間
の
鎖
国
が
解
か
れ
、
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
六
月
、
大
老
井
伊
直
弼

は
条
約
勅
許
を
得
ぬ
ま
ま
日
米
修
好
通

商
条
約
一
四
カ
条
に
調
印
し
た
。
そ
の

中
で
開
港
場
は
、
下
田
、
箱
館
を
除
き

神
奈
川
、
長
崎
、
新
潟
、
兵
庫
と
さ
れ

た
。
何
れ
も
期
限
が
設
け
ら
れ
た
が
、

新
潟
は
一
八
六
〇
年
一
月
一
日
と
さ
れ

た
。

　
新
潟
は
砂
州
で
地
形
が
変
わ
り
や
す

く
水
深
も
浅
い
た
め
大
型
船
の
碇
泊
に

は
不
向
き
な
場
所
で
あ
っ
た
の
で
、
あ

く
ま
で
暫
定
的
に
開
港
場
と
さ
れ
て
い

た
。

四
　
能
登
巡
見
と
加
賀
藩
の
対
応

　
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
月
十
一

日
に
外
国
奉
行
堀
利
煕
、
目
付
駒
井
朝

温
を
中
心
と
す
る
一
行
が
、
新
潟
を
目

指
し
て
江
戸
を
出
発
し
た
。
一
行

百
二
十
余
名
は
十
一
月
十
一
日
に
所
口

（
七
尾
）
町
に
宿
泊
し
た
。
所
口
・
穴

水
の
港
町
見
分
、
能
登
島
北
岸
の
巡
見

を
四
日
間
行
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
加
賀

藩
が
藩
内
の
港
が
開
港
場
に
選
ば
れ
る

可
能
性
を
事
前
に
聞
き
出
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。「
外
国
奉
行
一
巻
」
に
よ

れ
ば
、
十
一
月
四
日
越
中
国
泊
宿
に
加

賀
藩
士
小
嶋
信
助
が
外
国
奉
行
支
配
定

役
元
締
吉
岡
元
平
を
訪
ね
て
い
る
。

　
今
回
の
調
査
は
「
惣
而
見
分
方
之
義

は
御
目
付
衆
立
会
之
主
意
ニ
候
得
は
、

御
領
国
に
限
り
外
ゟ
違
候
訳
ニ
は
難
取

斗
筋
、
其
上
左
京
殿
は
万
端
厳
密
ニ
有

之
」
と
目
付
が
同
道
で
あ
り
厳
密
に
行

わ
れ
る
と
吉
岡
は
答
え
て
い
る
。
さ
ら

に
吉
岡
は
「
決
而
御
領
内
ニ
而
開
港
之

義
は
有
之
間
敷
候
」
と
加
賀
藩
内
に
開

港
場
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
断

言
し
て
い
る
。
な
ら
ば
条
件
の
合
わ
な
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い
能
登
に
入
り
、
調
査
を
他
所
と
比
べ

て
丁
寧
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の
か
不
可

解
で
あ
る
。

五
　
開
港
場
の
候
補
地
と
状
況

　
新
潟
の
場
合
、
信
濃
川
の
河
口
で
あ

り
大
型
船
の
入
港
は
困
難
で
あ
る
が
、

諸
国
の
廻
船
が
入
港
す
る
た
め
商
売
に

慣
れ
て
い
る
土
地
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

川
港
で
あ
る
が
、
商
人
・
職
人
が
多
く

陸
路
・
海
路
共
に
便
利
で
、
港
の
警
備

が
可
能
で
あ
り
、
幕
領
で
あ
る
と
の
理

由
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
能
登
に
お
い
て
は
、
所
口
は
能
登
国

内
で
最
も
繁
盛
し
た
土
地
で
あ
り
、
大 

型
船
の
入
港
に
も
支
障
は
な
い
。
さ
ら

に
入
り
江
に
で
き
た
港
で
あ
る
。
輪
島

は
冬
場
に
寄
港
で
き
な
い
。
福
浦
は
港

の
条
件
は
良
港
だ
が
、
土
地
が
狭
い
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
家
数
、

船
数
、
出
入
船
数
、
出
産
物
、
最
寄
り

城
下
へ
の
距
離
等
々
見
聞
し
、
取
り
あ

げ
た
項
目
は
多
い
。

六
　�

慶
応
三
年
の
巡
見
と
各
国
の
調

査

　
幕
府
内
で
は
、
開
港
場
に
決
定
し
た

港
は
幕
領
の
中
か
ら
と
い
う
前
提
を
有

し
て
い
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）

八
月
再
び
幕
府
は
外
国
奉
行
菊
池
隆
吉

ら
に
よ
る
北
陸
海
岸
巡
見
を
お
こ
な
い

上
下
二
十
八
人
ニ
、
所
口
役
人
等
夫
々

人
数
百
六
七
拾
人
御
座
候
様
承
り
と
あ

る
。

　
一
方
で
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ

ラ
ン
ス
等
、
相
次
い
で
測
量
船
が
能
登

に
頻
繁
に
来
航
し
て
い
る
。 

　
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
は
慶
応
三

年
九
月
二
十
日
の
外
国
奉
行
と
の
交
渉

で
、
開
港
場
を
早
く
決
定
す
る
よ
う
要

求
す
る
一
方
、「
新
潟
は
便
利
な
土
地

だ
が
船
繋
ぎ
場
が
な
い
の
で
開
港
場
と

し
て
不
向
き
」
と
し
、
そ
の
後
、
老
中

と
の
交
渉
で
「
停
泊
で
き
る
港
は
七
尾

以
外
に
は
な
い
」
と
七
尾
開
港
を
迫
っ

た
。

　
新
潟
を
開
港
場
と
し
た
い
幕
府
側
と

七
尾
開
港
を
要
求
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
と

の
対
立
は
、
十
月
七
日
に
な
っ
て
一
転

す
る
。
パ
ー
ク
ス
側
か
ら
「
日
本
海
側

の
開
港
場
は
い
ず
れ
も
七
尾
に
な
る
べ

き
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
新
潟
と
し
、

船
繋
ぎ
場
は
佐
渡
に
決
め
た
い
。
こ
の

方
針
で
各
国
と
話
し
合
っ
て
み
よ
う
」

と
の
妥
協
案
が
出
さ
れ
、
解
決
に
向

か
っ
た
。

　
幕
府
は
十
一
月
十
九
日
、
日
本
海
側

開
港
場
を
新
潟
と
し
、
外
国
人
の
居
留

が
始
ま
る
こ
と
、
開
港
期
日
は
慶
応
四

年
三
月
九
日（
一
八
六
八
年
四
月
一
日
）

と
す
る
こ
と
を
内
外
に
布
告
し
た
。  

お
わ
り
に

　
加
賀
藩
は
、
上
知
（
土
地
を
お
上
に

返
納
す
る
こ
と
）
を
拒
み
七
尾
の
開
港

場
を
認
め
ず
時
局
の
展
開
を
図
ろ
う
と

し
て
い
た
が
、一
方
で
『
加
賀
藩
史
料
』

で
は
慶
応
三
年
七
月
十
八
日
藩
主
前
田

慶
寧
が
、
年
寄
等
と
幕
府
が
所
口
開
港

を
許
し
た
る
場
合
の
善
後
策
を
議
す
と

あ
る
。
藩
と
し
て
の
開
港
の
対
応
も
覚

悟
と
し
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
幕
府

領
で
な
か
っ
た
七
尾
に
二
度
に
わ
た
る

開
港
場
調
査
が
実
施
さ
れ
、
開
港
場
は

幕
府
領
で
あ
る
こ
と
の
条
件
が
前
提
と

し
て
考
え
ら
れ
た
が
状
況
は
藩
領
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
綿
密
に
行
わ

れ
た
。
外
国
の
圧
力
も
高
ま
る
中
激
動

の
時
期
に
幕
府
、
加
賀
藩
の
開
港
に
対

す
る
個
々
の
姿
勢
は
連
続
性
を
持
ち
、

粘
り
強
く
状
況
を
見
据
え
、
政
局
を
乗

り
き
ろ
う
と
し
た
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、
幕
末
に
欧
米
諸
国
が
我
が

国
に
や
っ
て
く
る
の
は
、
単
に
通
商
を

望
ん
で
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア

か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
か
け
て
広
大
な
領

土
を
持
つ
大
国
ロ
シ
ア
の
勢
力
拡
大
を

恐
れ
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
日
本
海
側

の
「
枢
要
之
土
地
」
で
あ
る
と
、
七
尾

に
開
港
場
を
求
め
て
い
る
側
面
を
指
摘

す
る
考
え
も
あ
る
。
と
り
わ
け
イ
ギ
リ

ス
が
七
尾
開
港
場
を
強
く
推
し
た
背
景

が
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
関
連
づ
け
る
典
拠
が
現
時

点
で
確
認
出
来
な
い
が
、
能
登
の
幕
領

が
慶
応
三
年
七
月
に
加
賀
藩
の
私
領
打

込
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知

の
様
に
能
登
の
幕
領
は
、
前
田
利
家
夫

人
芳
春
院
の
甥
で
あ
る
土
方
雄
久
が
徳

川
家
康
と
前
田
利
長
と
の
関
係
修
復
の

功
に
よ
り
越
中
に
領
地
を
与
え
ら
れ
、

そ
の
後
能
登
に
移
さ
れ
た
の
が
始
ま
り

で
あ
る
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に

加
賀
藩
の
御
預
所
と
な
り
、
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）
に
は
御
私
領
同
様
御
取

扱
と
な
っ
た
。
慶
応
三
年
の
御
私
領
打

込
に
は
、
文
化
年
度
の
約
三
倍
の

一
万
五
千
両
を
幕
府
に
上
納
す
る
と
い

う
内
容
で
あ
っ
た
。

　
通
訳
官
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
が
、

「
加
賀
藩
は
外
国
と
の
貿
易
を
強
く
望

ん
で
い
る
が
、
開
港
の
暁
に
幕
府
と
七

尾
の
行
政
を
共
管
す
る
こ
と
は
好
ま

ず
」
と
記
し
て
い
る
。

　
幕
領
で
な
い
七
尾
に
幕
府
か
ら
二
度

に
わ
た
る
巡
見
、
さ
ら
に
執
拗
に
七
尾

を
推
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
こ
だ
わ
り
の
背

景
を
さ
ら
に
探
る
こ
と
を
、
今
後
の
研

究
の
展
望
と
し
た
い
。
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